
たが、1736年から1795年に在位した乾隆帝の時代に、現在のレ
イアウトの頤和園になったとされています。その後、頤和園に最
も大きな影響力を与えた西太后により2回改築されました。
現在、頤和園の290ヘクタールを超える敷地には、さまざま
な宮殿、庭園、その他古代様式の建築物が点在しています。 

客 室 — アマンサマーパレス北京は、歴史を重んじたさまざま
な客室と、頤和園の伝統的な建築様式を採り入れた中庭を擁して
います。スイートは、広々とした庭園と木々のあるエリアを分け
る小道がある中庭に囲まれています。外観は、伝統的な素材とそ
の地域・歴史を活かした建築様式とデザインでまとめられていま
す。床の仕上げには、深い光沢を生むよう磨き抜かれた北京晋粘
土を利用。ほとんどの天井は、木の梁と柱を表に出したオープン
型となっております。 

ゲストルームには、8室のゲストルームと10

室のコートヤード・ゲストルームがござい
ます。大部分のゲストルームには、キングサイ
ズのベッドと明王朝様式の戸棚が備わってい
ます。25室の広々としたスイートには、明王
朝時代を想わせる調度品が揃っています。
スイートの多くは、ベッドルームとリビングエ
リアを組み合わせたお部屋ですが、独立し
たベッドルームとなっているお部屋もあり
ます。また、すべてキングサイズのベッド、
デイベッド、読書用の椅子、デスクを備えてい

ます。バスルームには、それぞれ独立したバスタブ、シャワーブ
ースとトイレ、バスルームの隣には、大きな明様式の衣装棚を
2つ備えた更衣エリアがあります。7室のコートヤード・スイ
ートは、スイートとほぼ同じデザインですが、広々としたスペー
スが特徴です。インペリアル・スイートには、プライベートル
ーム、リビング/書斎ルーム、フォーマルルームの3つの離れ邸宅
がございます。インペリアル・スイートの中庭中央のプライベー
トルームには、リビングエリア、プライベート・ダイニングエリ
ア、スパ・トリートメントルームがあります。プライベートなお
食事にもご利用いただけるレセプションルームの隣は、大型の腰
かけ、コーヒーテーブルを配したラウンジエリアです。バスルー
ムには、バスタブのほか、更衣エリアを間にはさんでシャワー、
トイレ、ドレッサーを備えたエリアが2つございます。リビング/

地 理 — 北京は、河北、天津、山西、山東、河南と並び、中国
華北地方にある6つの市・省に属します。北京市は、東経116度
23分と北緯39度55分の間に位置し、東は天津市、その他3方位
は河北省との境界に接しています。中国華北平原北部にある北京
は、西、北、北東を山に囲まれています。地形的には、市の北東
部が高く、南西部が低くなっており、南東平原部はなだらかに渤
海へと続いています。 

北 京 — 北京はその名のとおり「北の都」を意味し、中華人民
共和国の政治、教育、文化の中心です。北京は、紀元前1千年紀
の歴史を持つ世界最古の都市の1つで、中国の歴史において、幾
度もの再建を経てきました。この変革は現在も急速に進んでいま
す。このため、北京を訪れると、古い中国と新しい中国の両方を
垣間見ることができます。紫禁城を中心とする北京は、明王朝を
反映するように、環状に広がっています。古い北京は、すでに破
壊されてから長い時が経つ2番目の環状道路外
に存在し、この地域には寺院、宮殿、細い路地
が点在します。北京は、2008年オリンピック
開催に向けて新しい時代に突入し、現代的な中
国の顔も見せています。近代的な商用ビル、公
共ビル、カフェ、バーなどがあちらこちらに出
現しており、エンターテイメントは伝統的な京
劇から、パブや多様な地元料理まで、さまざま
な形で楽しむことができます。 

位 置 — The Aman at Summer Palace, Beijing

（アマンサマーパレス北京）は北京市の中心、紫禁城からわずか
15キロメートルの地にあり、頤和園の東門に隣接しています。
邸宅が並び、いくつかの建物は、1世紀にもわたり、多くの方々
をお迎えしてきました。古くは、西太后の接見を待つ頤和園のゲ
ストが滞在していたと伝えられています。伝統的な中国建築を活
かした客室とスイートは、邸宅のようなスタイルと威厳ある雰囲
気をたたえています。アマンサマーパレス北京では、モダンで快
適な滞在を楽しめるのと共に、伝統的な造り、機能、素材や骨組
を採り入れています。多彩なレストランの他に、スパやさまざま
なレクリエーション施設が揃っています。 

歴 史 — 頤和園は、清王朝の王宮別荘地であり、紫禁城の避暑
地として利用されていました。それ以前の王朝では王宮公園でし
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ジム社製機器をご利用いただけるほか、フィットネス相談も承っ
ております。 

ライブラリーには、数カ国の言語にわたるさまざまな書籍
が揃っており、インターネット・ワイヤレス接続をご利用いただ
けます。さらに、中国式書道もご用意しております。

ブティックでは、中国特有の工芸品や頤和園にまつわる品
々を取り揃えております。

観 光 — ホテルに隣接する美しい頤和園にぜひお出かけくだ
さい。頤和園は中国の典型的庭園で、世界有数の庭園の中でも
特に高く評価されており、1998年にはユネスコの世界遺産に指
定されました。自然を活かし、長年にわたって芸術家たちが造り
上げてきた庭園はこの上なく見事で、訪れる人々は、素晴らしい

眺望と最高級の素材を使った繊細な工芸品に驚くば
かりです。仏香閣を中心とする頤和園は、大戯楼、
楼閣、石造橋、長廊など、3,000を超える建造物か
ら成ります。 

北京市の中心に位置し、1420年に完成した紫禁城
は、中国でも最も壮麗な建築物として高い評価を
得ています。この壮大な宮殿は、王宮建築の集大
成であるとともに、24代にわたる皇帝が500年近
くにわたって君臨してきた王朝時代の中国を思い
起こさせる建物となっています。紫禁城のすぐ南

には、天安門広場があります。毛沢東主席の記念堂を中心に、
遮るもののない開放的な敷地が広がっています。世界最大の広
場であるこの名所は、1950年代の共産党様式の建物と崩壊した
旧城壁を表す古い城門で囲まれています。中国で最も知られた
名所は万里の長城でしょう。東城壁から始まるこの長城は、紀
元前200年に、秦の始皇帝が中国を統一した直後に築かれまし
た。何世紀にもわたってその姿を見せていた長城は1300年代に
はモンゴル、17世紀には満州によって破壊されました。現在で
は、破壊された部分が復元されており、北京から日帰りで足を
延ばせます。北京市内には、天壇、雍和宮、法源寺など、小規
模でありながら歴史上重要な見所が数多くあります。さらに、
当リゾートからの一日観光では、明の十三陵や清の東陵などの
素晴らしい名所を巡ることができます。また、北京自然博物館、
中国美術館、北京古観象台など、多彩な博物館やギャラリー
にも足を運べます。 

書斎ルームは、プライベートな中庭の西側に面しています。フォ
ーマルルームは、18名様まで収容可能なボードルーム・スタイル
の会議室です。プライベートなディナーパーティにもご利用いた
だけます。 

お 食 事 — 本館のレセプションエリアには The Lounge（ザ・
ラウンジ）があります。この地域特有の木々が茂る伝統的な中庭
を眺められるようお寛ぎいただけるお席です。ラウンジでは、コ
ンチネンタル朝食や軽食、午後には、スイーツ、ケーキ、ペイス
トリーをライブ音楽とともにお楽しみください。静かな池を囲む
2つのエレガントなダイニングルームでは、それぞれ異なるお食
事をご用意しております。Naoki（ナオキ）では、奥村直樹シェ
フ独自のフランス料理の技法と日本料理の美の感覚を組み合わせ
た懐石風フランス料理が彩ります。日本式カウンターに着席いた
だくお客様の前で、シェフが調理の腕を披露。ナオキは、ご昼食
とご夕食にご利用いただけます。西洋のお料理を楽
しめるThe Grill（ザ・グリル）では、熟成したビーフ、
ラム、その他のお肉、お魚などをお選びいただき、
グリルで調理いたします。グリルではご朝食からご
昼食、ご夕食までご利用いただけます。両ダイニン
グルームとも、明王朝様式のクラシックなインテリ
アで飾られています。The Chinese Restaurant（ザ・
チャイニーズ・レストラン）では、伝統的な広東料
理、北京ダック、宮廷料理をご堪能ください。9つの
邸宅からなり、3つの大きな邸宅はレストランに、6

つの小さな邸宅はプライベートルームとしてご利用
いただけます。チャイニーズレストランはご昼食とご夕食に
ご利用いただけます。The Bar（ザ・バー）では、伝統的な中国の
池と閑静な庭園を眺められる静かでプライベートなセッティング
で、リラックスしたひとときをお過ごしいただけます。バーエリ
アには、シガールームがあり、選びすぐった最高級のシガーを
お楽しみいただけます。池の向こうには、ミュージック・パビリ
オンがあり、暖かい午後や夜にはライブ音楽を楽しめます。 

スパは、9つの独立型ダブル・トリートメントルーム、ピラテ
ィス/ヨガ専用ルーム、ビューティサロン、ヘアサロンを擁して
います。 

フィットネス施 設 には25メートルのプール、300平方メー
トルのフィットネスセンター、スカッシュコート2面、ジュース
バーを完備。フィットネスセンターでは、キネシスなどのテクノ
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となりますが、一年で最も多くの観光客が訪れます。冬の寒さは
厳しく、–20度になることも珍しくありません。雨は、ほとんど
6月から9月の暖かい月に降ります。 

言 語 — 中国の公式言語は標準中国語で、北京を発祥としてい
ます。中国には数多くの方言がありますが、中国の全教育機関
では標準中国語が使われています。都市部では英語も見られる
ようになってきましたが、ほとんどの看板は中国語で書かれて
います。 

通 貨 — 中国の通貨は人民元です。ホテルや大規
模な機関では、主要クレジットカードを利用できま
す。ほとんどの通貨やトラベラーズチェックの換金
も簡単で、ATMも数多く設置されています。 

健 康 上 の ご 注 意 — 緊急の場合は、24時間
いつでも医師が対応いたします。北京は、中国でも
最高の医療機関があります。黄熱病が流行している
地域に入った場合を除き、中国への入国にあたって
は特に必要な予防接種はありません。中国への旅行

に必要なワクチンはありませんが、最新の情報について医師に相
談することをお勧めいたします。 

そ の 他 の 情 報 — 中国国内の電圧は220ボルト、50ヘル
ツです。北京とその他中国全土の時間は、日本より1時間遅れ
で、グリニッジ標準時から8時間進んでいます。12月と1月の冬
には、朝と夜は冷え込むため、暖かい服をご用意ください。秋と
春の季節には、早朝と夜は薄手のウールを、また日中は涼しめの
服をご利用になることをお勧めします。暑い夏の季節には控えめ
な薄着が良いでしょう。またご旅行中は楽なウォーキングシュー
ズとつばの広い帽子をご利用ください •

北京で中国文化の歴史を表し、中国のその他のエリアにも数多く
見られるのが胡同（路地）です。胡同は、伝統的な中庭を囲む住
宅様式の四合院の間に細く形成されたものです。近代的な建造物
が増えてきたことで、この胡同の数が減っており、最近では保護
区として指定されています。北京は、中国の近代美術を楽しむに
も最適です。旧ソ連が設計した武器庫であった798芸術区は、
地元の近代美術の中心地。常時展示のほか、芸術家が作品を制
作し、展示するアトリエでは、現在の中国の芸術を深く体感で
きることでしょう。 

ア ク セ ス — 北京には、国際線の主要空港の1
つ、北京首都国際空港があります。ヨーロッパ、米
国、アジアの航空会社のほとんどが、北京へ運航し
ています。アマンサマーパレス北京は、空港からお
よそ35キロメートルに位置します。ご到着、ご出発
の際には、リゾートから空港間の送迎もお選びいた
だけます。なお、所要時間は片道30～50分です。 

入 国 — 日本国籍を持つ15日以内の中国ご滞在に
はビザは不要です。ただし、15日以上の中国ご滞在
への入国、出国、乗り継ぎにはビザが必要です。最も一般的な
ビザは、一次入国30日のビザです。60日および90日の数次入国
ビザもあります。また、6ヶ月以上の有効期間のあるパスポート
が必要です。ビザ申請状況は予告なく変更される場合もありま
す。詳しくは最寄りの中国大使館または領事館に直接お問い合
わせください。 

気 候 — 北京には明確な四季があり、晴れて乾燥する日が多い
9月から11月にかけての秋が、最もよい季節です。3月から5月に
かけても穏やかな気温が続きますが、3月ごろには内陸モンゴル
からの黄砂が広がる可能性があります。夏は30度を超える高温

アマンリゾーツ　営業・宿泊予約
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24時間国際フリーダイヤル （国際アクセスコードをご利用ください）
アジア • オーストラリア 0011 800 2255 2626* • 香港  800 908 502* • インドネシア  001 803 65 1626*
日本  (KDDI) 001 010 800 2255 2626*/ (JT) 0041 010 800 2255 2626*/ (C&W) 0061 010 800 2255 2626*

ヨーロッパ • ベルギー  00 800 2255 2626* • フランス  00 800 2255 2626* • ドイツ  0 800 181 3421* • イタリア  00 800 2255 2626* 
スイス  00 800 2255 2626* • オランダ  0 800 023 3918* • イギリス  00 800 2255 2626*

北米 • カナダ  011 800 2255 2626* • アメリカ  1 800 477 9180*
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